
著 書 ・ 論 文 目 録 （1996年１月～12月）
掲載順は各学科（コース）ごとの50音順による。

文化教養学科 一般教育等

文化教養学科 日本文化コース

氏 名 著 書 ・ 論 文 名 掲載誌名（発行所・発行年月） 備 考

岩　 鐵志 「静岡県史 通史編３ 近世一」 静岡県 　 平成８年３月 共 著

「伊藤圭介日記第二集 錦　翁日記」 名古屋市東山植物園 平成８年３月 共 著

「萩原文庫目録」 浜岡町立図書館 　 平成８年３月

「松本亀次郎文庫目録」 大東町教育委員会 平成８年３月 共 著

「内田旭著作集 第三巻」 浜松史蹟調査顕彰会 平成８年３月

「東海道交通史の研究」 静岡県地域史研究会 平成８年９月 共 著

金子 智子 "EFFECTS OF EYELID SUTURE ON

THE CIRCADIAN OCULAR

RHYTHMS IN JAPANESE QUAIL."

Photomedicine and Photobiology,vol.17
41- 42(1995)

共 著

"Retinal melatonin is not involved in

corneal mitotic rhythms in the Japanese

quail : Effects of formoguanamine

hydrochloride and eye- lid suture."

J.Pineal Res.,21:149- 154（1996） 共 著

竹内比呂也 Proceedings of the3rd SISNAP

International Workshop

図書館情報大学　 1996年11月 共 編

原田 茂治 “Volumetric Behavior of((Dodecyloxy)
methyl)- 18- Crown- 6 in Water:

Micellar Interactions and Phase

Separation"

The Journal of Physical Chemistry,
100,19446- 19454(1996). アメリカ化学
会

共 著

氏 名 著 書 ・ 論 文 名 掲載誌名（発行所・発行年月） 備 考

今井 泰子 「何に気づけば日本の娘は変わるか－
私の『女性学入門』講義ノートから－

「昭和文学研究」33集（昭和文学会）
1996年７月

片桐 弥生 「パークコレクションの『白描源氏物
語絵巻』二種」

『日本文化研究』第８号（静岡県立大学
短期大学部日本文化学会）　1996年３月

須田 悦生 『幸若舞曲研究』第９巻 三弥井書店（東京）　 1996年２月 共 著

「筑後高良大社とその周辺」 『たちばな』９号（本学日本文化研究室）
　 1996年３月

「たいしょくわん」・異本（その三） 『日本文化研究』８号（本学日本文化学
会）　 1996年３月

「駿河徳山の狂言をめぐって」 『伝承文学研究』46号（三弥井書店）
　 1996年12月



文化教養学科 英米文化コース

文化教養学科 秘書教養コース

須田 悦生 「駿府の芸能」 『静岡県史』通史編３近世一所収（静岡
県）　 1996年10月

「戦国時代の文化環境」 『静岡の文化』44号（静岡県文化財団）
　 1996年５月

氏 名 著 書 ・ 論 文 名 掲載誌名（発行所・発行年月） 備 考

WILLETT ,
Steven J.

"Bloom,Knowledge Painfully Acquired.
The K’un- chih chi by Lo Ch’in- shun,
"review article.

Canadian Philosophical Reviews,
December,1996

"Tetsuro,Ethics in Japan," review

article.
Canadian Philosophical Reviews,

forthcoming 1997

"Classical Studies in Japan,"ed. and tr. Prospects,Randolph- Macon College,
spring,1996

"Reticent about the Feeling,Precise

about the Thing:Horace’s Erotic Irony."
Diotima,University of Kentucky,

April,1996

The Erotika of Horace,Book I,tr.and

comm.
Diotima,University of Kentucky,

December,1996

樋口 美香 『大いなる遺産』についての一考察；
Estella の渡仏が意味すること

The Quiet Hill第12号（静岡大学英文学会)
1996年12月10日

氏 名 著 書 ・ 論 文 名 掲載誌名（発行所・発行年月） 備 考

伊藤 順啓 書 評『「オープン」型短期高等教育
への転換』

（地域科学研究会・高等教育情報セン
ター パンフレット）　 1996年４月

中谷内一也 「社会的判断と意思決定」 『K.P.S シリーズ７ 社会心理学』（東
京；建帛社）　 1996年４月

中村 健壽 『容斎逸史』をめぐって 『日本文化研究』（静岡県立大学短期大学
部日本文化学会）第８号　 1996年３月

秘書学とＡＲＴ 『日本秘書学会・中部ブロック研究会会
報』第10号　 1996年３月

中村 健壽
加藤 宏美

他

秘書の受付応対および色彩照明が企業
イメージに及ぼす影響

『秘書学研究』（秘書学研究会）第５号
　 1996年12月

共 著



食物栄養学科

安田英理佳 二つの名前～本名とハンドル名と～ 『日本秘書学会・中部ブロック研究会会
報』第10号　 1996年３月

安田英理佳
中村 健壽
加藤 宏美

他

静岡県における企業のＯＡ化に関する
調査研究

『秘書学研究』（秘書学研究会）第５号
　 1996年12月

氏 名 著 書 ・ 論 文 名 掲載誌名（発行所・発行年月） 備 考

I.Oguni et.
al.

"Effects of Green Tea and Tea

Catechins on the Development of

Mammary Gland"

Biosci. Biotech. Biochem.,vol.60, №1
　 1996年１月

共 著

小國伊太郎 「緑茶と健康」 『治療』vol.78 №１　 1996年１月

「緑茶カテキンの癌予防作用」 『日本医事新報』№3758 　 1996年５月

『血圧が下がる 100のコツ』 『健康ブックス』（主婦の友社）
　 1996年２月

共 著

「食品とがん予防」 『栄養と健康のライフサイエンス』（学文
社）　 1996年10月

小國伊太郎
他
「緑茶によるがん予防」 『News Letter』（Jpn. Society for Cancer

Prevention）№９　 1996年９月
共 著

小國伊太郎 「カテキンの機能性」 『茶』vol.49, №12　 1996年12月

「緑茶の生体調節機能」～がん予防機
能を中心に～

『平成８年日本食品科学工学会 関東支
部シンポジウムプロシーデング」
　 1996年９月

貝沼やす子 「米の種類、炊飯条件が異なる冷凍保
存米飯の解凍時の性状（第２報）室温
での自然解凍の場合」

『日本家政学会誌』第47巻 第11号
　 1996年11月

江間 章子
貝沼やす子

「粥の調理に関する研究－国産米と輸
入米を用いた粥の特性－」

『日本家政学会誌』第47巻 第１号
　 1996年１月

Shin- ichi

Saito

Naoko

Harada

"Effect of dietary paraquat on a rat

mutant unable to synthesize ascorbic

acid"

Arch. Toxicol., 70, 256- 258(1996) 共 著

Shin- ichi

Saito

"Formation of methylglyoxal in reduced

nicotinamide adenine dinucleotide

phosphate- dependent lipid

peroxidation of rat liver microsomes"

Jpn. J. Toxicol. Environ. Health, 42,
236- 240(1996)

共 著

白木まさ子 「静岡県下の山間部及び都市部に居住
する小学生の生活行動と自覚症状につ
いて」

『学校保健研究』38巻３号 1996年８月 共 著



看 護 学 科

白木まさ子 「女子高校生とその母親の食生活状況
に関する調査」

『食生活研究』vol.17 №５
　 1996年９月

共 著

米屋 武文 ケニアの伝統的発酵乳マジワララ 『食研』第38巻（食物学教育研究会)
　 1996年11月

氏 名 著 書 ・ 論 文 名 掲載誌名（発行所・発行年月） 備 考

荒木 美和 「東洋医学と宗教と現代医学との間で
揺れ動いたＴさんの心－患者の心に寄
り添うということ－」

『臨牀看護』 vol.22 №２ Ｐ248～254
　 1996年２月

共 著

「在宅死を看取るための家族サポート
について」

『日本がん看護学会誌』vol.10 特別号
　 1996年２月

共 著

「髪も顔も洗わなかったＡ子さんの心
－心の癒しへの道－」

『臨牀看護』 vol.22 №９ Ｐ1386
～1392　 1996年８月

共 著

『看護実践のための心理学』 ㈱メディカ出版 初版　 1996年11月 執筆協力

石田 貞代 「シンポジウム『助産婦の将来像』」 『全国保健婦（士）・助産婦・看護婦（士）
職能集会報告』（日本看護協会）
　 1996年７月

共 著

「『助産士』議論の背景要因に関する研
究」

『助産婦雑誌』（医学書院） 1996年７月 単 著

「基礎教育における看護診断の導入に
関する研究」

『日本看護学教育学会誌』（日本看護学教
育学会）　 1996年８月

共 著

「看護婦・看護学生の"Self- Efficacy"

とキャリアとの関連」
同 上 共 著

「助産士導入に関する看護士・助産婦
間の意見の相違」

『日本看護科学学会誌』（日本看護科学学
会)　 1996年12月

単 著

大津 廣子 「体位変換の授業研究－自然な動きに
もとづいた授業内容の検討－」

『看護教育』第37巻 第４号
　 1996年３月

共 著

「技術習得に向けてのフィードバックの
与え方－比較実験授業の結果から－」

『看護展望』第21巻 第８号
　 1996年６月

単 著

「基礎看護技術教育のあり方に関する
研究（その１）－２年課程と准看護婦
課程の授業形態の比較－」

『日本看護学教育学会誌』第6巻 第2号
　 1996年８月

共 著

「卒業時における体位変換技術の習得
度」

『日本看護学教育学会誌』第6巻 第2号
　 1996年８月

共 著

「在宅看護者が行う体位変換と清拭の
介護技術の指導について」

『福祉と人間科学』（花園大学社会福祉学
会）第７号　 1996年12月

単 著

「看護婦・准看護婦・看護補助者の賃金
の現状と問題－他の医療職との比較を通
して－」

『第４回日中看護学術シンポジウム論文
集』　 1996年９月

単 著



久保田君枝 「基礎教育における看護診断の導入に
関する研究」

『日本看護学教育学会誌』（日本看護学教
育学会）vol.６ №２　 1996年８月

共 著

宮崎 　子 「在宅高齢者のデイサービスの利用に
関する調査研究－虚弱群と障害群の比
較」

『日本看護学会誌』vol.5 №1 P11～18
1996年

共 著

「精神科看護実習におけるセルフケア
理論を用いての実習効果（第２報）」

『日本看護学教育学会誌』vol.6, №2
1996年８月

共 著

山田紀代美 「在宅高齢者のデイサービスの利用に
関する調査研究－虚弱群と障害群の比
較－」

『日本看護学会誌』第５巻１号 Ｐ11～18
　 1996年４月

共 著

「茨城県南部の病院に勤務する看護婦
のライフスタイルと社会的・心理的要
因との関連性」

『日本看護科学会誌』第16巻３号 Ｐ58～66
　 1996年12月

共 著


